  桜を詠める歌

万 葉 集
１５５４

鶯の 木傳ふ梅の  うつろへば
           桜の花の  時片設（かたま）けぬ
１８５５

桜ばな  時は過ぎねど  見る人の
              恋の盛と  今し散るらむ
１８６４

あしひきの  山の間照らす  桜花
                  この春雨に  散りゆかむかも
１８６５

うちなびく  春さり来らし  やまの際（ま）の
                  遠き木末（こぬれ）の  咲き行くみれば
１８６６

春雉（きぎし）鳴く  高円の邊に  さくら花
                          散りて流らふ  見む人もがも
１８６７

阿保山の  さくらの花は  今日もかも
                  散り乱るらむ  見る人無しに
１８６９  

春雨に  争ひかねて  わが屋前（には）の
                          桜の花は  咲きそめにけり
１８７０

春雨は  いたくなふりそ  桜花

                いまだ見なくに  散らまく惜しも
１８７２
見渡せば  春日の野邊に  霞立ち

                  咲きにほへるは  桜花かも
１８８７

春日なる  三笠の山に  月も出でぬかも

              佐紀山に  咲ける桜の  花の見ゆべく

１４５８

瀬戸にある  桜の花は  今もかも
                松風いたみ  地（つち）に 落（ち）るらむ
１４５９

世間（よのなか）も  常にしあらねば  屋戸にある
                              桜の花の  散れるころかも
吾背子が  古き垣内（かきつ）の  桜花
                    いまだ含（ふふ）めり  一目見に来（こ）ね
桜花  今や盛りと  人はいへど

             吾は不楽（まぶ）しも  君とあらねば
１４２９

をとめ等が  かざしのために  遊士（みやびを）が
    かづらのためと  しきまぜる  国のはたてに  

             咲きにける  桜の花の  にほひはもあなに
    反歌
１４３０

去年（こぞ）の春  あへりし君に  恋にてし

                         桜の花は  迎えけらしも

１８８４  
寒（ふゆ）過ぎて  暖（はる）しきたれば  年月は
                       新たなれども  人は奮（ふ）りゆく
１８８５

物皆は  新しき良（よ）し  ただ人は

                      奮（ふ）りぬるのみし  宣しかるべし
      挽歌（ばにか）
上宮の聖徳皇子、竹原井（たかはらのい）に出遊（いでま）しし時、

立田山の死（みまか）りし人を見て悲傷（かなし）みて作りませる御歌
４１５

家にあらば 妹が手まかむ  草まくら

                 旅に臥（こや）せる  この旅人（たびと）あはれ

大津の皇子の被死（みまからしめら）えし時、磐余（いはれ）の池の

般（つつみ）にして 流涕（かなし）みて 作りませる御歌
４１６

ももづたふ 磐余（いはれ）の池に 鳴く鴨を

                        今日のみ見てや 雲隠りなむ
古今集

       桜の歌
８０

さくら花  咲かばまづ見むと  思ふまに  

                     日かず経にけり  春の山里
８３
いま桜  咲きぬと見えて  うすぐもり  

                春に霞めりる  世のけしきかな
８５

行かむ人  来む人しのべ  春がすみ  

                  立田の山の  はつざくら花
８６

吉野山  去年（こぞ）のしをりの  道かへて   
                        まだ見ぬかたの  花を尋ねむ
８７
葛城の  高間のさくら  咲きにけり   

                 立田のおくに  かかるしら雲
９０

白雲の  たつたの山の  八重ざくら   

               いづれを花と  わきて折らまし
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